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　いまライフサイエンスはどこに向かっているのか?
　　　どうすれば人類の幸福に結びつけることができるのか？
　　　　　研究成果を社会で生かすために必要なルールとは ?
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第Ⅰ部　ライフサイエンスの進歩と社会的課題
1 章　ゲノム医療
1.1　ゲノム医療の研究開発の現在
　1.1.1　ヒトゲノムとは何か
　1.1.2　私たちの試料と情報を集めたバイオバンク
　1.1.3　ゲノム医療とは
　1.1.4　ゲノム医療のこれから――精密医療へ
1.2　ゲノム科学の進展に対する社会の対応
　1.2.1　ヒトを対象とする研究のルールはどうできたか？
　1.2.2　�海外のヒトゲノムをめぐる倫理的・法的・社会的課

題への取り組み
　1.2.3　�日本のヒトゲノムをめぐる倫理的・法的・社会的課

題への取り組み
　1.2.4　ゲノム情報は特別な情報なのか？
　1.2.5　ヒトゲノムと生物学教育
1.3　ゲノム情報を活用するためのこれからの課題
　1.3.1　ルールの複雑化とデータの活用
　1.3.2　ゲノム情報と差別
　1.3.3　診断ができても治療ができない
【コラム】バイオバンク・ジャパンの20年

2 章　ワクチンの研究開発と感染症への対応―新型コロ
ナウイルスを例として
2.1　ワクチンの研究開発の現在と推進方策
　2.1.1　ワクチンの意義と研究開発
　2.1.2　メッセンジャーRNA ワクチン
2.2　医薬品開発や医療体制に関する社会の変化と対応
　2.2.1　医薬品としての安全性と有効性を担保するルール
　2.2.2　疾病構造の変化と医療体制
　2.2.3　感染症の対策について
2.3　新型コロナウイルス感染症への対応
　2.3.1　専門家の知見は活かされたか
　2.3.2　日本におけるワクチン開発の遅れ
　2.3.3　ワクチンに対する国民の意識
　2.3.4　ワクチンの効果と副反応
　2.3.5　ワクチン獲得の国家間格差

第Ⅱ部 先端生命科学とルール
3 章　ゲノム編集
3.1　ゲノム編集の概要と期待
　3.1.1　ゲノム編集とは何か
　3.1.2　ゲノム編集への期待
3.2　ゲノム編集に関わる社会的課題
　3.2.1　想定されるさまざまな課題
　3.2.2　デザイナー・ベイビーの可能性
　3.2.3　社会的課題の検討の方向性
3.3　課題に対する日本での検討
　3.3.1　日本の行政府における検討
　3.3.2　日本学術会議における検討
3.4　課題に対する海外での検討
　3.4.1　英国ナフィールド評議会の検討
　3.4.2　�米国ナショナル・アカデミーと英国王立協会による検討
　3.4.3　ドイツの倫理評議会による検討
3.5　残された課題と今後の検討の方向
　3.5.1　誰がどんな問題を検討すべきなのか
　3.5.2　暫定的な結論

4 章　再生医療と異種移植
4.1　再生医療の研究開発

　4.1.1　iPS 細胞を活用する再生医療
　4.1.2　ヒトES 細胞を活用する再生医療
4.2　異種移植の研究開発
　4.2.1　米国における異種移植（動物の臓器をヒトに移植）
　4.2.2　日本における異種移植の研究
4.3　再生医療に関する社会的課題と対応
　4.3.1　細胞を使うことの課題
　4.3.2　法律による再生医療の規制
4.4　異種移植に関する社会的課題と対応
　4.4.1　米国における異種移植の検討
　4.4.2　日本における異種移植に関する調査研究
　4.4.3　クローン技術の規制緩和
　4.4.4　動物愛護の観点
4.5　知っておきたい背景議論
　4.5.1　脳死と臓器移植に関する長い議論
　4.5.2　高額な医療への対応
【コラム】2007年の山中先生研究室初訪問

第Ⅲ部 新しい生死の概念の登場と私たちの生き方
5 章　生殖補助医療をめぐる課題
5.1　生殖補助医療の研究と期待
　5.1.1　生殖補助医療について
　5.1.2　出生前診断と着床前診断
　5.1.3　発生に関する基礎研究、iPS 細胞の活用
　5.1.4　人工子宮
5.2　生殖補助医療による社会への影響とその対応
　5.2.1　親子や家族の関係はどうなるのか？
　5.2.2　新型出生前検査をめぐる問題
　5.2.3　着床前診断をめぐる課題
　5.2.4　人工子宮が投げかける課題
　5.2.5　iPS 細胞や ES 細胞を活用した研究から生じる課題
　5.2.6　生殖補助医療は幸せをもたらすのか？
【コラム】日本学術会議への期待

6 章　ブレイン・マシン・インターフェース
6.1　ブレイン・マシン・インターフェース研究の現在
　6.1.1　ブレイン・マシン・インターフェースとは
　6.1.2　ブレイン・マシン・インターフェースの研究開発
6.2　ブレイン・マシン・インターフェースに関する社会的課題
　6.2.1　脳神経倫理学
　6.2.2　ブレイン・マシン・インターフェースによる能力向上
　6.2.3　マインドリーディング、マインドコントロール
　6.2.4　意識のコンピュータへのアップロード
　6.2.5　デュアルユース
6.3　課題に対する取り組み状況
　6.3.1　OECD の取り組み
　6.3.2　ユネスコにおける取り組み
　6.3.3　�「ムーンショット型研究開発制度」目標 1 における

取り組み
　6.3.4　JST/CRDS のワークショップ
　6.3.5　筆者の見解
【コラム】脳科学委員会の創設と「大工の棟梁」

7 章　老化研究と寿命の延長
7.1　老化研究の推進方策と期待
　7.1.1　老化研究の推進
　7.1.2　産業界の注目
　7.1.3　ライフコースを通じた研究の重要性
7.2　老化研究の社会的課題と対応

　7.2.1　老化は病気か
　7.2.2　老化の制御が可能となった社会のシステム
　7.2.3　エイジズム――年齢による差別、高齢者への偏見

8 章　エンハンスメント
8.1　エンハンスメントとは何か
　8.1.1　より高い能力をめざすエンハンスメント
　8.1.2　先端科学を用いたさまざまなエンハンスメント
　8.1.3　老いない身体と精神
8.2　エンハンスメントに関する社会的課題とその対応
　8.2.1　能力は与えられたものか？
　8.2.2　ゲノムの操作によるエンハンスメントをどう考えるか？
　8.2.3　不老長寿はかなえられるべき欲望か？
【コラム】�ライフサイエンスのELSI に取り組む学際的拠

点の設立

第Ⅳ部 新たな科学技術と私たちの社会――政策からの視
点
9 章　資源配分の考え方
9.1　ライフサイエンスの研究費をめぐる現状
　9.1.1　なぜ研究費が問題となるのか
　9.1.2　医療費とライフサイエンスの研究費
　9.1.3　宇宙、IT、AIなど他分野研究との競合
　9.1.4　製薬産業における研究開発費
9.2　研究費の配分
　9.2.1　ライフサイエンス研究費配分の考え方――モダリティ
　9.2.2　医学研究費の配分――どの病気の研究を優先するべきか
　9.2.3　ライフサイエンス研究費の配分――基礎研究と臨床研究
9.3　資源配分に関する社会としての対応
　9.3.1　審議会の効用
　9.3.2　�国民や患者の幸福につながるか――社会との共創

の必要性
【コラム】再生医療の研究費と遺伝子治療の研究費

10 章　研究不正から研究インテグリティへ
10.1　研究不正の変化とそれへの対応
　10.1.1　典型的な研究不正
　10.1.2　新たなタイプの研究不正――査読に関する不正
10.2　地政学的状況の変化が研究インテグリティに反映
　10.2.1　経済安全保障とライフサイエンス
　10.2.2　科学技術情報の管理
【コラム】STAP細胞問題の衝撃と悲しみ

11 章　新しい科学技術にどう取り組むか――ライフサ
イエンスの政策的方向性
11.1　医療政策と産学連携の現状と課題――日米を比較して
　11.1.1　米国と日本の医療政策の違い
　11.1.2　日本医療研究開発機構（AMED）の設立とその役割
　11.1.3　医薬品の産学連携事情
11.2　健康長寿社会と私たちの幸福へのライフサイエンスの寄与
　11.2.1　インクルーシブな健康長寿社会に向けて
　11.2.2　ライフサイエンスと幸福
11.3　責任ある科学技術・イノベーション政策
　11.3.1　責任ある研究とイノベーション
　11.3.2　新興科学技術への取り組み

●ライフサイエンス政策関連年表


